


研究推進室は、研究の更なる活性化のために、教員で組織した研究グループを中心に研究を推進する組織です。また、
現在では仙台高専産学連携振興会という企業協力会を中心に、地域企業の方々、国の機関、地方自治体の支援を受けな
がら、これら実社会で活躍される方々に、直接本校の学生を指導いただく機会も増えてきました。このため、地域との
連携を強化し地方創生に貢献できるように、地域連携推進室も立ち上げました。学生、教員、事務職員が一丸となって
これらの活動を広げるとともに、地域の方々との連携を強め、地域の発展に貢献できる組織として機能するよう努めて
おります。
平成 年度の主な活動についてご報告します。

研究戦略企画センターは、平成 年度に、仙台高専が総合工学科 学科 類 コースのコース制を導入したのを機会に
研究・産学連携の拠点として設置されました。学内の研究を統括する『研究推進室』と地域と連携するための『地域
連携推進室』で構成されています。

地域創生・人材育成

教員の研究活動

産学連携振興会

その他の地域貢献活動

研究戦略企画センター



研究推進室

外部資金受入状況、展示会出展等の活動記録など、研究活動の概要
についてのご報告です。

平成 年 月末現在

広瀬キャンパス 名取キャンパス
受入金額（円） 件数 資金種別 件数 受入金額（円）

共同研究

受託研究

寄 附 金

科 研 費

補助金等

受託事業

合 計

随時受け付けておりますので、相談の申し込みは下記までご連絡ください。なお、申し込まれた相談に対して
お答えできる教員が本校にいない場合は、相談に応じることができない場合がございますのでご了承ください。

催事名（主催） 会場 開催日 出展等内容 出展者

産学連携振興会定時総会
（仙台高専産学連携振興会）

ガーデンシティ
仙台西口 月 日 火 ■教員研究発表およびデモンストレーション（ ）

若生一広、 佐藤 拓、 加賀谷美佳、 張 暁勇

フェア 東北
（総務省東北総合通信局ほか）

仙台メディアテーク 月 日 火
～ 日 水

■ポスター展示（ ）
園田 潤

全国高専フォーラム
高専機構、岐阜高専

名古屋大学
豊田講堂

月 日 月
～ 日 水）

■ポスター展示（ ）
今野一弥、小林秀幸

イノベーションジャパン
～大学見本市 ビジネスマッチング～

（ 、 ）
東京ビッグサイト 月 日 木

～ 日 金）
■ポスター展示（ ）

園田 潤

アグリビジネス創出フェア
（農林水産省）

東京ビッグサイト 月 日 火
～ 日 木

■ポスター展示（ ）
若生一広

材料･デバイス 新技術説明会
（ 、高専機構 ほか）

東京本部 月 日 水） ■プレゼンテーションおよびデモ展示（ ）
若生一広

産学官連携フェア みやぎ
（みやぎ産業振興機構）

仙台国際センター 月 日 火）

■ポスター展示（ ）
）福村裕史（※学校紹介）
）園田 潤
）遠藤智明、永弘進一郎
）佐藤徹雄、徳竹亜紀子、松原正樹

教員の研究

平成 年度外部資金受入状況

グループ研究について

技術相談

教員の研究の更なる活性化のために教員間のグループ研究の促進を図っております。平成 年度は、 の研究
グループを中心に研究を推進しており、教育のみならず研究を通じても地域社会に貢献しました。

〈 共同研究・受託研究・受託試験・寄附金に関する申込み及びお問い合わせ 〉
〈 グループ研究、技術相談に関すること 〉

担当
郵便番号
住所

（共通）

企画室 研究支援係
〒
宮城県名取市愛島塩手字野田山

企画室 企画運営係
〒

宮城県仙台市青葉区愛子中央

担当： 企画室 連携・国際交流係
〒 宮城県名取市愛島塩手字野田山

出展実績



仙台高専の企業協力会
産学連携振興会は、仙台高専教職員と会員企業との交流を通じて地域の発展に寄与
するため、更には、学校事業への参画によって教育への還元を図り、幅広い知識を
得た優秀な人材を地域に輩出することを目指して、次の事業を実施しました。

会議名／日時／会場 議題等 出席者数（人）

企画部会（第 回）
平成 年 月 日 火 ～

ガーデンシティ 仙台西口
階 カンファレンスルーム

平成 年度 役員等の交代について
平成 年度 事業報告 案 及び決算報告 案 について
平成 年度 事業計画 案 及び予算 案 について
年以上会費未納の会員への対応について
その他

企画部会委員
列席

座談会
平成 年 月 日 火 ～

ガーデンシティ 仙台西口
階 カンファレンスルーム

・インターンシップ受入れ対応について（地域の内と外）
・今後の産学連携振興会の運営、事業について
・その他

企画部会委員
列席

役員会･定時総会
平成 年 月 日 火

ガーデンシティ 仙台西口 階
【役員会】 ～ カンファレンスルーム
【定時総会】 ～ ホール

【役員会】
平成 年度 役員等の交代について
平成 年度 事業報告 案 及び決算報告 案 について
平成 年度 事業計画 案 及び予算 案 について
年以上会費未納の会員への対応について
その他

【定時総会】
平成 年度 役員等の交代について
平成 年度 事業報告 案 及び決算報告 案 について
平成 年度 事業計画 案 及び予算 案 について
その他

【役員会】
役員
列席

【定時総会】
会員
顧問
委任状

企画部会（第 回）
平成 年 月 日 火 ～
ホテル シティ仙台 階 ローズⅠ

平成 年度事業計画実施状況等について
課題解決型インターンシップ実施状況について
今後の活動について
）東北地区高等専門学校専攻科産学連携シンポジウム
）企業理解推進事業
）産学官交流技術フォーラム
その他
）国際（モンゴル）インターンシップについて
）平成 年度外部資金受入状況について
）キャリア教育 年行事「業界を知る トークセッション 」
について

）その他

企画部会委員
列席

平成 年度事業報告

事業名／詳細 内容 特記事項

国際交流支援
海外長期インターンシップ派遣学生の渡航費一部援助。
一人あたり 万円支援

海外長期インターンシップ先：
フィンランド）

派遣人数： 人

会員企業理解推進事業「企業勉強会」

【説明会編】
名取キャンパス 平成 年 月 日 木
広瀬キャンパス 平成 年 月 日 金

【訪問編】
平成 年 月 日 火 ～ 月 日 金
（学生の補講期間及び学年末休業期間内）

企業説明会と企業訪問の 部構成により実施。
対象学生：仙台高専の本科 年生～専攻科 年生

企業説明会で企業訪問の申し込みを学生自身が行い、後日実際に訪問
した。
訪問にかかる交通費等を振興会から支援。

【説明会編】
参加企業数：

名取＝ 社
広瀬＝ 社

両キャンパス計
名の学生参加

【訪問編】
訪問受入： 社
訪問参加学生：

のべ 名

運営関係

・ホームページ随時更新 ・仙台高専両キャンパス内の産学連携振興会紹介看板を随時更新
・オープンキャンパス（ ～ ）で振興会紹介活動
・リーフレット 部作成 ・地域企業情報パンフレット 部作成
・会員企業（株式会社ジー･イー･エス）において、仙台高専の協定校であるモンゴル高専の学生（ 名）を受け入れ、インターンシップを実施した。

（ ～ ）

会員数 法人会員 個人会員 （平成 年 月末現在）

産学連携振興会

【お問い合わせ窓口】 仙台高等専門学校 産学連携振興会事務局
（企画室 連携・国際交流係）

〒 宮城県名取市愛島塩手字野田山

教育研究支援事業

広報事業･その他



会議名／日時／会場 内容 特記事項

仙台高専教員研究発表会

平成 年 月 日 火 ～
ガーデンシティ 仙台西口

階 ホール

■仙台高等専門学校教員研究発表 名
ショートプレゼンテーション（ ～ ）
・総合工学科 教授 若生 一広
「光と画像をあやつる、新たなデバイス・システム

～研究開発成果と実用化例～」
・総合工学科 准教授 佐藤 拓
「電磁誘導型ワイヤレス給電の応用」
・総合工学科 助教 加賀谷 美佳
「結晶シンチレータを使った実用向け放射線検出器の開発」
・総合工学 助教 張 暁勇
「高精度画像誘導放射線治療のための腫瘍追跡に関する研究」
実機展示およびデモ（ ～ ） 若生、佐藤、加賀谷

■科学技術振興機構から公募情報のお知らせ（ ～ ）
産学連携展開部 地域イノベーショングループ

マッチングプランナー 磯江 準一 様

役員会・定時総会に引
き続き開催
参加者約 名

課題解決型インターンシップ支援

インターンシップのための企業説明会
名取キャンパス 平成 年 月 日 木
広瀬キャンパス 平成 年 月 日 金

課題解決型インターンシップ実施
月 日 月 ～ 月 日 金

実務担当者会議
平成 年 月 日 火 ～
ホテル シティ仙台 階 ローズⅠ･Ⅱ

対象 専攻科 年 期間 月 日～ 月 日の 週以上となる期間

受入の申出があった企業と参加予定の学生がお互いを知る場として「企業説明
会」を開催した。課題についての詳細や会社の概要説明を通してインターン
シップ開始後のイメージをしやすくすることで企業と学生のマッチング支援に
貢献した。

会員企業等 社（振興会会員企業 社、宮城県企業 社）で学生 名を受入

議題
課題解決型インターンシップの現況について
課題解決型インターンシップの課題について
その他

課題解決型インターンシップ受入企業全 社中 社の実務担当者と、学内か
らは、専攻科の担当教員、コーディネータ、事務担当者等が参加して、今回が
初となる実務担当者会議を開催した。実施企業の取組事例を交えながら、現況
報告や要望等、忌憚の無い意見交換・情報共有を行った。来年度受入を検討し
ている企業も出席し、熱心に聞き入っていた。

企業説明会参加数
名取 企業 社

学生 名
広瀬 企業 社

学生 名
※( はパンフレット
展示の参加で内数

担当者会議参加数
実務担当者
…16社 名

振興会員企業等
…8社 名

学内担当教職員
…19名

東北地区高等専門学校専攻科
産学連携シンポジウム

平成 年 月 日 金 ～ 月 日 土
仙台高等専門学校 広瀬キャンパス
（東北地区高等専門学校との共催）

東北地区高専の専攻科学生の研究発表会。産学連携振興会は共催として参加し、
以下を実施した。

①基調講演（参加した専攻科学生向け）
演題 「企業のエンジニアを志す皆様へ！」
講師 株式会社 セラテック

取締役常務執行役員 塩貝 達也 様
②東北企業フェスタ
東北地区高専企業協力会に所属する企業が、東北地区専攻科生および仙台高専
・ 年生向けにブース展示およびプレゼンにより企業紹介を行った。 出展
企業数…64社

（振興会 社、その他東北地区高専企業協力会 社）
③優秀な専攻科学生の発表に対して産学連携振興会賞の授与…12件

参加人数：
基調講演約 名
東北企業フェスタ
約 名
東北地区各高専の
専攻科学生、
仙台高専 ・ 年生、
教職員含む

産学官交流技術フォーラム

平成 年 月 日 火 ～
ガーデンシティ 仙台西口

階 ホール

「未来の通信を体感する」 ハンズオンセミナー

ネットワークの概要説明及びハンズオン
講師：京セラコミュニケーションシステム株式会社

ソリューション事業部 宮下 純一 様
経営企画部 池内 賢治 様

参加者数： 名

このシンポジウムは、東北地区高専の専攻科生による合同研究発表や企業の方との交流を通して、高専専攻科の研究・教育活動を活性化させ
ることを目的として毎年開催しています。 日目は、福村校長，安藤高専機構理事の挨拶の後、本校の産学連携振興会理事でもある株式会社

セラテック取締役常務執行役員の塩貝達也氏から「企業のエンジニアを志す皆様へ！」と題した基調講演があり
講演後には活発な質疑応答がなされました。次いで東北地区高専の企業協力会に所属する の企業にご協力いただき
「地元の魅力がたくさん！東北企業フェスタ」を行いました。この企画は、学生に地元の企業をもっとよく知っても
らうためのもので、第 部は東北地区の専攻科生、第 部は仙台高専の本科 ・ 年生を対象として開催しました。
企業ブースコーナーでは、企業の方と学生がその会社の製品や資料を見ながら会話を弾ませており、 分半交代で企業
が順番に説明するプレゼンテーションコーナーでは、学生がメモを取るなどして熱心に話を聞いていました。その後、

各高専から選出された 名の学生によるショートプレゼンテーションが行われ、自身の研究成果やインターンシップ
の内容等について、 分という限られた時間の中、要点をまとめて発表していました。 日目は、 件のポスター発
表が行われました。学生同士のディスカッションはもちろん、来場した教員や企業の方からも質問を受け、一生懸命
説明する姿が至る所で見られ例年にも増して充実した発表会となりました。産学連携振興会会長の村石信之氏，副会
長の三方雅仁氏から、最優秀賞・優秀賞・特別賞 会長賞 ・特別賞 学生賞 ・インターンシップ奨励賞及びポスター
賞が授与され、楯と副賞が贈られました。最優秀賞は、福島高専の松井萌さんが受賞しました。

平成 年度東北地区高等専門学校専攻科産学連携シンポジウム

企業フェスタの様子

村石会長 左端 、三方副会長 右端 と
産学連携振興会賞受賞のみなさん

産学官交流事業

専攻科生ポスターセッション 参加した専攻科生全員の集合写真

教員研究発表



会議名／日時／会場 内容 特記事項

仙台高専教員研究発表会

平成 年 月 日 火 ～
ガーデンシティ 仙台西口

階 ホール

■仙台高等専門学校教員研究発表 名
ショートプレゼンテーション（ ～ ）
・総合工学科 教授 若生 一広
「光と画像をあやつる、新たなデバイス・システム

～研究開発成果と実用化例～」
・総合工学科 准教授 佐藤 拓
「電磁誘導型ワイヤレス給電の応用」
・総合工学科 助教 加賀谷 美佳
「結晶シンチレータを使った実用向け放射線検出器の開発」
・総合工学 助教 張 暁勇
「高精度画像誘導放射線治療のための腫瘍追跡に関する研究」
実機展示およびデモ（ ～ ） 若生、佐藤、加賀谷

■科学技術振興機構から公募情報のお知らせ（ ～ ）
産学連携展開部 地域イノベーショングループ

マッチングプランナー 磯江 準一 様

役員会・定時総会に引
き続き開催
参加者約 名

課題解決型インターンシップ支援

インターンシップのための企業説明会
名取キャンパス 平成 年 月 日 木
広瀬キャンパス 平成 年 月 日 金

課題解決型インターンシップ実施
月 日 月 ～ 月 日 金

実務担当者会議
平成 年 月 日 火 ～
ホテル シティ仙台 階 ローズⅠ･Ⅱ

対象 専攻科 年 期間 月 日～ 月 日の 週以上となる期間

受入の申出があった企業と参加予定の学生がお互いを知る場として「企業説明
会」を開催した。課題についての詳細や会社の概要説明を通してインターン
シップ開始後のイメージをしやすくすることで企業と学生のマッチング支援に
貢献した。

会員企業等 社（振興会会員企業 社、宮城県企業 社）で学生 名を受入

議題
課題解決型インターンシップの現況について
課題解決型インターンシップの課題について
その他

課題解決型インターンシップ受入企業全 社中 社の実務担当者と、学内か
らは、専攻科の担当教員、コーディネータ、事務担当者等が参加して、今回が
初となる実務担当者会議を開催した。実施企業の取組事例を交えながら、現況
報告や要望等、忌憚の無い意見交換・情報共有を行った。来年度受入を検討し
ている企業も出席し、熱心に聞き入っていた。

企業説明会参加数
名取 企業 社

学生 名
広瀬 企業 社

学生 名
※( はパンフレット
展示の参加で内数

担当者会議参加数
実務担当者
…16社 名

振興会員企業等
…8社 名

学内担当教職員
…19名

東北地区高等専門学校専攻科
産学連携シンポジウム

平成 年 月 日 金 ～ 月 日 土
仙台高等専門学校 広瀬キャンパス
（東北地区高等専門学校との共催）

東北地区高専の専攻科学生の研究発表会。産学連携振興会は共催として参加し、
以下を実施した。

①基調講演（参加した専攻科学生向け）
演題 「企業のエンジニアを志す皆様へ！」
講師 株式会社 セラテック

取締役常務執行役員 塩貝 達也 様
②東北企業フェスタ
東北地区高専企業協力会に所属する企業が、東北地区専攻科生および仙台高専
・ 年生向けにブース展示およびプレゼンにより企業紹介を行った。 出展
企業数…64社

（振興会 社、その他東北地区高専企業協力会 社）
③優秀な専攻科学生の発表に対して産学連携振興会賞の授与…12件

参加人数：
基調講演約 名
東北企業フェスタ
約 名
東北地区各高専の
専攻科学生、
仙台高専 ・ 年生、
教職員含む

産学官交流技術フォーラム

平成 年 月 日 火 ～
ガーデンシティ 仙台西口

階 ホール

「未来の通信を体感する」 ハンズオンセミナー

ネットワークの概要説明及びハンズオン
講師：京セラコミュニケーションシステム株式会社

ソリューション事業部 宮下 純一 様
経営企画部 池内 賢治 様

参加者数： 名

このシンポジウムは、東北地区高専の専攻科生による合同研究発表や企業の方との交流を通して、高専専攻科の研究・教育活動を活性化させ
ることを目的として毎年開催しています。 日目は、福村校長，安藤高専機構理事の挨拶の後、本校の産学連携振興会理事でもある株式会社

セラテック取締役常務執行役員の塩貝達也氏から「企業のエンジニアを志す皆様へ！」と題した基調講演があり
講演後には活発な質疑応答がなされました。次いで東北地区高専の企業協力会に所属する の企業にご協力いただき
「地元の魅力がたくさん！東北企業フェスタ」を行いました。この企画は、学生に地元の企業をもっとよく知っても
らうためのもので、第 部は東北地区の専攻科生、第 部は仙台高専の本科 ・ 年生を対象として開催しました。
企業ブースコーナーでは、企業の方と学生がその会社の製品や資料を見ながら会話を弾ませており、 分半交代で企業
が順番に説明するプレゼンテーションコーナーでは、学生がメモを取るなどして熱心に話を聞いていました。その後、

各高専から選出された 名の学生によるショートプレゼンテーションが行われ、自身の研究成果やインターンシップ
の内容等について、 分という限られた時間の中、要点をまとめて発表していました。 日目は、 件のポスター発
表が行われました。学生同士のディスカッションはもちろん、来場した教員や企業の方からも質問を受け、一生懸命
説明する姿が至る所で見られ例年にも増して充実した発表会となりました。産学連携振興会会長の村石信之氏，副会
長の三方雅仁氏から、最優秀賞・優秀賞・特別賞 会長賞 ・特別賞 学生賞 ・インターンシップ奨励賞及びポスター
賞が授与され、楯と副賞が贈られました。最優秀賞は、福島高専の松井萌さんが受賞しました。

平成 年度東北地区高等専門学校専攻科産学連携シンポジウム

企業フェスタの様子

村石会長 左端 、三方副会長 右端 と
産学連携振興会賞受賞のみなさん

産学官交流事業

専攻科生ポスターセッション 参加した専攻科生全員の集合写真

教員研究発表

地域連携推進室
重点を置いている課題解決型インターンシップほか、
学生教育・人材育成に関するご報告です。 地域創生・人材育成

振興会
会員企業

宮城県
紹介企業 計

申込企業 社 社 社

実施企業 社 社 社

派遣学生 名 名 名

◆平成 年度スケジュール
月 企業への案内
月 企業からの申込 受入調書提出 締切

受入企業による学生への説明会
月 学生希望調査・マッチング・派遣先決定､

学生の面談実施、採用決定､覚書取り交わし
月 インターンシップ期間､コーディネータ巡視、

中間発表、最終発表
･ 月 学内報告会

◆参加の対象
対象学生：専攻科 年生
対象企業：・仙台高専の企業協力会である

産学連携振興会の会員企業
・宮城県内で活動している企業のうち
取組みに賛同のあった企業

週以内 ～ 週 週以上

実施企業 社 社 社

派遣学生 名 名 名

本校は、これまで以上に地元企業と連携し地域の発展に貢献するための手段として、
教職員・学生が地元企業を理解し、学生の地元定着の架け橋となるよう、専攻科 年
の学生を対象に『課題解決型インターンシップ』を実施しております。 年から始
まった取り組みも今年で 年目となりました。
課題解決型インターンシップは、学生の就業体験を主目的とする従来のインターンシ
ップとは異なり、学生が ～ ヶ月の期間、企業の実際の課題に取り組み、その課題を
解決することを目的としています。
企業様からも「高専の実力を知る良い機会だった」「企業にとって有益な情報を得る
ことができた」「社員にとっても良い刺激となった」等好評をいただいております。
課題解決型インターンシップ申込の際は、仙台高専の企業協力会『産学連携振興会』
への入会をお願いしております。

課題解決型インターンシップ

申込状況

実施期間

平成 年 月、産学連携振興会の
会員企業のうち、掲載に希望が
あった 社を掲載した
『地域企業情報パンフレット』
を作成しました。
会社概要や事業内容、さらに
学生へのメッセージも記載
されています。
パンフレットは、毎年全
学年の学生とその保護者
に配付しています。

産学連携振興会会員企業紹介誌
地域企業情報パンフレット作成

君の活躍の舞台がここにある

産学連携振興会会員企業のうち、見学受入の申し出があった企業が
参加して『企業勉強会』を開催しました。この勉強会は，学生たち
に宮城県や隣県にある地域の企業を知ってもらうため、産学連携振
興会と研究戦略企画センターが企画したものです。企業の方には 回
あたり 分程度で会社概要や業務内容等を説明していただきました。
参加した学生は、積極的に質問をしたりブースの席が空くのを待ち
構えたりと、真摯に臨んでいる姿勢が印象的でした。今回参加した
学生のうち希望者 名が、さらに理解を深めるため、学年末休業期
間を利用して実際に会社訪問をしました。産学連携振興会からは、
説明会参加学生への記念品と企業訪問の学生には交通費のご支援を
いただきました。

地元企業を知ろう！
地域企業理解推進事業として、
『企業勉強会』を開催しました。

◆説明会編
名取：平成 年 月 日 木 社
広瀬：平成 年 月 日 金 社参加
両キャンパス計 名の学生が参加

◆訪問編
参加：本科 年～専攻科 年の希望学生 名
期間：平成 年 月 日 火 ～ 月 日 金
（学生の補講期間及び学年末休業期間内）

企業説明会 【企業勉強会の様子】 会社訪問

広瀬キャンパス 名取キャンパス



仙台高等専門学校

小学生や中学生のみなさんのお近く（公民館や学校の
体育館など）に出かけて科学授業を行う、サイエンス
ショーと理科工作ワークショップを組み合わせた理科
体験教室です。大好評で申し込みをお断りしなければ
ならないのがとても残念です。

実施日 講座名 開催場所／参加人数

月 日 金 液体窒素の実験 196℃の世界
ペットボトルでいろんな実験

仙台市立南中山小学校
年生 名とその保護者

月 日 火 液体窒素の実験 196℃の世界
ペットボトルでいろんな実験

仙台市立虹の丘小学校
年生 名とその保護者

月 日 金 ～簡単な電子回路工作入門～
イライラ棒ゲームを作ろう

仙台市立岡田小学校
年生 名とその保護者

月 日 土 液体窒素の実験－196℃の世界
仙台市加茂市民センター イベント
「まるごとチャレンジキッズ」
年生～ 年生までの参加者 名

月 日 土 ふしぎ体験
空気を使ったイリュージョン

仙台市折立市民センター
イベント「親子たいけん隊」
年生から 年生までの親子 組

月 日 木 液体窒素の実験－196℃の世界 仙台高専 広瀬キャンパス
折立中学校 年生 名

月 日 木 液体窒素の実験－196℃の世界 仙台高専 広瀬キャンパス
大沢中学校 年生 名

月 日 金 ダンボールの大砲で的をたおそう 仙台市立川前小学校
年生 名とその保護者

月 日 金 ダンボールの大砲で的をたおそう 名取市立館腰小学校
年生 名とその保護者

実施日 実験内容 開催場所／参加人数

月 日 金 液体窒素とドライアイスを使用
した低温実験

亘理町中央児童センター
児童･保護者等 計 名

月 日 火 流れる空気の不思議 仙台市立桂小学校
年生 名とその保護者

月 日 水 流れる空気の不思議 七ヶ浜町立亦楽小学校
年生 名とその保護者

月 日 木 流れる空気の不思議 柴田町立槻木小学校
年生 名とその保護者

月 日 土
月 日 日

気体の重さを体感してみよう
マグネシウム電池 ほか 実験

仙台高専 名取キャンパス
高専祭来場者 約 名

月 日 金 流れる空気の不思議 仙台市立荒町小学校
年生 名とその保護者

月 日 水 光の実験 仙台市立大和小学校
年生 名とその保護者

月 日 日 流れる空気の不思議
仙台国際センター
仙台市ガス局主催
ガスフェア来場者約 名

月 日 水 流れる空気の不思議 仙台市立泉松陵小学校
年生 名とその保護者

出前授業

わくわく体験教室

公開講座

実施日／対象者 講座名（実施学科等）
月 日（日）
小学生 名

夏休みプログラミング工作会
（情報システム工学科）

月 日 日
小・中学生、一般 名

英語多読教室 「実践！英語脳の育て方」
（総合科学系）

月 日 木
小学 年～中学 年生 名

ラジオで学ぶ電波の世界
（情報ネットワーク工学科）

実施日／対象者 講座名（実施学科等）
月 日 土
小学 年～中学生 名

つくって，遊んで，楽しい科学にチャレン
ジしよう！ 教育研究技術支援室）

月 日 日
小学 年～ 年生 名

まじかるマテリアル
（マテリアル環境工学科）

授業実施団体 件、授業参加人数 名 小学
生 名、中学生 名、保護者 名 とな
りました。関係された皆様には心から感謝申
し上げます。来年度もより充実した出前授業
を企画・運営していきたいと考えています。

ジュニアドクター育成塾

ジュニアドクター育成塾は、小学 年生～中学 年生の児童・
生徒を対象としており、その取り組みは第一段階プログラム
の基礎・応用学習と第二段階プログラムの高度・実践学習に
分かれています。
仙台高専ジュニアドクター育成塾の
プログラムは、ロボット、 ，電気
自動車、物理、化学、生物、数学、
建築系の多彩な体験的な学習内容が
用意されているのが大きな特徴です。

“リカレンジャー”とは？
文部科学省の科学研究費補助金にて
平成 年度から ヶ年間で約 千万円の補助金が認められた
“移動科学実験車による総合学習支援活動”で使われている
トン・トラックの愛称です。

平成 年度の
〈 出動履歴 〉は

こちら！

国立研究開発法人科学技術振興機構
「ジュニアドクター育成塾」 採択プログラム

地域における小中学生に対する科学の早期育成事業として『リカレンジャー等
の科学の出前授業』や地域の小学 年生から中学 年生までの児童・生徒に対す
る未来の科学の発掘と育成を目的とした取り組み『ジュニアドクター育成塾』
を全国高専に先駆けて実施しております。

【詳細】

移動科学実験車リカレンジャー

広瀬キャンパス教育研究技術支援室
・

名取キャンパス理科体験教室研究部会

広瀬キャンパス企画室 企画運営係

名取キャンパス企画室 研究支援係

名取キャンパス企画室 ジュニアドクター育成塾事務局

：  

高専の早期教育を活かした
科学技術イノベーション人材の育成システム 

【詳細】

その他地域貢献活動

 




